
平成３１年度 桶川市公民館運営審議会第１回定例会 

             日 時  平成３１年４月２２日（月） 

              午前９時３０分～ 

                 場 所 川田谷公民館２階 視聴覚ホール 

          

 

次     第 

 

書記任命 

 

 １ 開 会 

 

 ２ あいさつ 

桶川市教育委員会教育長 

桶川市公民館運営審議会委員長 

桶川公民館長 

 

 ３ 内 容 

（１）報告事項 

① 人事異動について 資料１ 

② 加納公民館及び桶川東公民館のサークル発表会について 

③ 平成３０年度実施の講座の概要及び平成３１年度実施予定の講座の

概要について 資料２ 

④ 川田谷公民館（川田谷生涯学習センター）の改修について  

 

４ その他 

① 平成３１年度桶川市公民館運営審議会委員関係の会議について 

資料３ 

 

５ 閉 会 



報告事項①説明資料 

平成３１年度職員紹介について 

【 転出・退任者 】 

Ｈ３０ Ｈ３１ 氏  名 日 付 

加納公民館事務員 桶川東公民館事務員 

（再任用） 

三井 薫 H31.3.31 付退職 

H31. 4. 1 付 

 

【 転入者 】 

Ｈ３０ Ｈ３１ 氏  名 日 付 

桶川東中学校長 
加納公民館長 

（非常勤館長） 
松本 潔 H31. 4. 1 付 

桶川市図書館主査 川田谷公民館主査 片岡 賢 H31. 4. 1 付 

税務課主任 桶川東公民館主任 江原 雅浩 H31. 4. 1 付 

 

【 内部異動者 】 

Ｈ２９ Ｈ３０ 氏  名 日 付 

川田谷公民館主任 桶川公民館主任 増山 幸子 H31. 4. 1 付 

加納公民館主任 桶川公民館主任 加藤 潤也 H31. 4. 1 付 

桶川公民館主任 

（再任用） 

加納公民館主任 

（再任用） 
今井 正文 H31. 4. 1 付 

桶川公民館主事 桶川東公民館主事 渋谷 京子 H31. 4. 1 付 

桶川公民館主任 桶川東公民館主任 岡田 実紗子 H31. 4. 1 付 

桶川東公民館主事 加納公民館主事 山本 栞 H31. 4. 1 付 

桶川東公民館主事 

（任期付職員） 

加納公民館主事補 

（産休代替職員） 
成田 美恵 H31. 4. 1 付 

 

 

 

資料１ 



報告事項①説明資料２ 

平成３１年度公民館職員名簿 

【 桶川公民館 】 

役 職 氏 名 

館長 粒良 紀夫 

主任 増山 幸子 

主任 名取 桂樹 

主任 加藤 潤也 

 

【 桶川東公民館 】 

役 職 氏 名 

桶川東公民館長（非常勤館長） 矢野 誠二 

主任 江原 雅浩 

事務員（再任用） 三井 薫 

主事 渋谷 京子 

（主任） （岡田 実紗子） 

 

【 加納公民館 】 

役 職 氏 名 

加納公民館長（非常勤館長） 松本 潔 

主任 大内 淳 

主任（再任用） 今井 正文 

主事補 成田 美恵 

（主事） （山本 栞） 

 

【 川田谷公民館 】 

役 職 氏 名 

川田谷公民館長 関根 訪 

主査 片岡 賢 

主査 紅谷 有美 

主事 関根 豊 

主事 諸岡 禅 

 

 



報告事項④説明資料№1 

Ⅰ 講座開催事業の概要―過去５年間の実績 

１．公民館講座開催数の推移 

 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

桶川公民館 １１講座 ８講座 １７講座 休 館 ２３講座 

桶川東公民館 ９講座 １３講座 １２講座 １１講座 １３講座 

加納公民館 １８講座 ２１講座 １６講座 １６講座 １５講座 

川田谷公民館 ８講座 １２講座 １３講座 １９講座 １９講座 

合 計 ４６講座 ５４講座 ５８講座 ４６講座 ７０講座 

 

２．幼児・家庭教育セミナー参加者数の推移 

 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

延 人 数 １７２人 １４１人 １２０人 ５０人 ４０人 

※セミナー会場は、桶川東公民館のみで行われている。 

 ※平成３０年度からは前期・後期で分けず、年度中複数回で行い、参加者はその都度募集した。 

 

３．ふれあい学級参加者数の推移 

 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

延 人 数 １，２７８人 １，８０４人 １，５９４人 １，５１９人 １，９５８人 

※会場は、桶川公民館・桶川東公民館・加納公民館・川田谷公民館で行われている。 

※学級の開催は、例年全９回行われている。 

 

資料２ 



報告事項④説明資料№2 

Ⅱ 講座開催事業の傾向 

 ＜現時点での講座の状況＞ 

① 例年開催している「夏休み子供ワールド」は、いずれの講座もおおむね人気が高く、安定した参加が見込まれている。 

② 日本の伝統文化や歴史に関する講座は人気が高くなる傾向がある。「筝体験講座」、「アレンジしめ飾り講座」、「お正月

フラワーアレンジメント講座」、「七福神巡り講座」、「歴史的遺産探訪講座」、「和製本ワークショップ」などへの参加

が多かった。 

③ 昨今の健康志向の影響か、運動、ヘルスケア関係の講座も参加が多かった。「アロマタイ式マッサージ講座」、「雑穀マ

イスターが教える美人ごはん講座」、「笑いヨガ講座」、「自力整体講座」、「バランスボール講座」「初心者向けバドミン

トン講座」など。 

④ 「こども料理教室」、「外国料理講座」、「プロが教えるコーヒー講座」、「手前味噌造り講座」など料理関係の講座への

関心も高まっている。 

 

＜課 題＞ 

① 中学生、高校生、大学生、２０代～３０代の若者、子育て中のお母さん、男性の講座への参加が少ない。 

② 一過性の講座として留まってしまう講座が多く、サークル化に結び付かない。 

③ 講座に参加してくださる方が固定化している。 

④ 社会人向けの講座や保育つきの講座を企画するなどして、公民館利用者の幅を広げる必要がある。 

⑤ 公民館以外の施設や団体、機関、大学などとの連携を模索し、新たな枠組みで講座を開講する。 

 



平成30年度桶川公民館講座実績表

講座名 期日 回数 定員 参加延人数 対象

2
文学散歩

～鴎外・漱石・一葉・啄木の足跡を歩く～
5/31 1 20 21 市民

3
楽しい手ごねパン初級編

～手作りのおいしいパンを作りましょう～
6/6.13.20.27 4 10 38 市民

4
初めてのゆかた着付け講座

～ゆかたを着て祇園まつりへくりだそう～
6/30・7/7.15 3 15 21 市民

5
夏の苔玉づくり
～涼を眺める～

7/10 1 20 18 市民

6
【夏】自由研究に環境学習！

～みんなで考えよう地球のこと～
7/26 1 20 4 市民

7
【夏】こどもアロマじかん

～ぷるぷるｼﾞｪﾘｰｿｰﾌﾟ＆虫よけﾐｽﾄ～
7/27 1 20 19 小学生

8
【夏】キッズランチシェフ

～とろりんｵﾑﾗｲｽじょうずにできるかな～
7/31 1 20 20 小学生

9
【夏】めざせ！カラテカ

～護身術にも最適！空手講座～
8/7.8.9 3 16 47 小学生

10
【夏】クラフトバンドでカゴをつくろう

～かわいい小物いれづくり～
8/10 1 20 30 小学生

11
【夏】温度差４６５℃

～簡単ピザとかき氷づくり～
8/12 1 16 19 小学生

12
楽しい手ごねパン講座

（追加編）
9/4・12.19.28 4 10 39 市民

13
秋のアロマセラピー講座
～認知症なんて怖くない～

9/27 1 16 3 市民

14
話題のハーバリウム・ワークショップ

～瓶に閉じ込めた小さなお花の世界～
10/16・11/20 2 25 29 市民

15
こどもの茶の湯

～おまっ茶でおもてなし～
11/14 1 20 7 小学生

16
簡単おいしいつぶつぶ（雑穀）料理
家族と私のためのヘルシーごはん

11/15・29 3 16 22 市民

17
みんなでおいしく食べるパン講座
～卵・牛乳不使用のパンづくり～

11/22 1 10 8 市民

18
【X'】クリスマスキャンドルをともそう

～お気に入りのｷｬﾝﾄﾞﾙｽﾀﾝﾄﾞをつくろう～
11/25･12/8･15 3 親子10組 30 親子

19 【X'】今年はシュトレンでクリスマス 12/2 1 16 16 市民

20
【X'】クリスマスおはなし会

クリスマスのお話をｷｬﾝﾄﾞﾙのもとで
12/15 1 50 25 親子

21
【X'】キッシュでクリスマス

～クリスマスパーティー料理～
12/16 1 20 15 市民

22
笑いヨガ

～笑う門には福来る～
1/25 1 20 17 市民

23 集中講義「社会教育を考える」 3/18 1 50 60 近隣委員・市民

合計 38 450 658

150 誰でも1
桶川公民館・図書館

リニューアル記念コンサート
4/1 1 ―



平成30年度桶川東公民館講座実績表

講座名 期日 回数 定員 参加延人数 対象

1
【夏】究極の昆虫グライダーをつくろう

～空を飛ぶ仕組みを学ぼう～
8/1 1 親子20組 37 親子

2 【夏】親子ふれあい手打ちそば 8/4、11、18、19
午前4回
午後4回

午前6組
午後6組 62 親子

3
【夏】フットサル講座

～フットサルの基本を学ぼう～
8/20、21、22 3 40 56 小学生

4
大人のためのクラッシックギター講座

～知床旅情を弾こう～

9/7、21
10/5、19
11/2、23

6 10 30 誰でも

5
大人の手打ちそば講座

～年越しそばを自分の腕で～
11/18～12/25   

午前5回
午後5回 12 34 誰でも

6 ひと言の会話力 ～話し方講座～ 11/25～12/9 3 12 27 誰でも

7 【X'】クリスマス・ＪＡＺＺ・コンサート 12/9 1 200 137 誰でも

8
【X'】ブッシュド・ノエルで迎えるクリスマス

～親子で楽しむケーキづくり～
12.23 am.pm ２０×２ 44 親子

9
親子で和菓子づくり

～その魅力を知ろう～
1/27 1 6×2 21 親子

10
冬のあったかひと巻きマフラー作り
～道具いらずの簡単ゆび織り～

1/23 1 15 15 誰でも

11
おもてなし英会話サロン

～カフェスタイルでゆっくり和やかに～
1/12、19、26 ２部×３回 ６×２ 36 誰でも

12
健康長寿の秘訣

～毎日をいきいき過ごすために～
1/22 1 80 56 誰でも

13
やさしいエアロとストレッチ

～安全・楽しく・効果的な簡単運動～
3/7、14、28 3 20 55 誰でも

合計 46 517 610



平成30年度加納公民館講座実績表

講座名 期日 回数 定員 参加延人数 対象

1 ヨガ＆リラックス・ザゼンのすすめ 6/24 1 20 19 市民

2
自力整体

～骨や筋、筋肉いたわってますか？～
6/30、7/7 2 15 27 市民

3
【夏】マグデブルグの半球

～真空・空気の不思議を体験しよう～
8/2 1 20 20 小学生

4
【夏】自作の”さお”で魚つり

～釣竿、仕掛けを作り、川で釣りを楽しもう～
8/3、8/5 2 16 31 小学生

5
【夏】木工講座

～のこぎりや金づちで木工作品をつくろう～
8/8 1 20 20 小学生

6
【夏】おりがみ教室

～世界に誇る日本の文化を受けつごう～
8/17、18 2 16 10 小学生

7
マジック講座

～不思議と驚きが作り出す楽しさ～
9/28 1 15 7 市民

8
プロが教えるコーヒー講座

～あなたのコーヒーが一味グレードアップ～
10/1 1 16 16 市民

9
先輩から教わる「一貫張り」講座
～レトロな買い物カゴの作成～

10/13、14 2 12 16 市民

10
手芸講座

～ﾘﾊﾞﾃｨﾌﾟﾘﾝﾄ生地で素敵なｿｰｲﾝｸﾞｹｰｽを～
11/4、11、18 3 16 40 市民

11
子どものための茶道教室（裏千家）

～日本の伝統文化を体験してみよう～
11/14 1 20 ― 小学生

12
子どもスポーツ吹き矢教室
～吹き矢を体験してみよう～

11/14 1 20 ― 小学生

13
【X'】フルーツポマンダーを作る

～ヨーロッパのクリスマスの習慣～
12/１ 1 20 10 市民

14
フラワーアレジメント講座

～お正月を華やかなお花と共に～
12/24 1 20 17 市民

15
七福神巡りin浅草

～江戸時代からの伝統的風習を体感～
1/12 1 20 26 市民

合計 21 266 259



平成30年度川田谷公民館講座実績表

講座名 期日 回数 定員 参加延人数 対象

1 【夏】水族館で星空ウォッチング＜高学年＞ 7/27 1 15 6
小学校
高学年

2 【夏】宿題カフェ・第１回【自由研究】 7/28 1 11 8 小学生

3
なつかしい名作映画を観る会Ⅸ
「うみ・そら・さんごのいいつたえ」

7/29 1 50 台風の為中止 一般

4
【夏】夏休み上映会

「うみ・そら・さんごのいいつたえ」
7/30 1 50 10 親子

5
【夏】子ども学芸員になってみよう！
元荒川水循環センター社会科見学

7/30 1 20 16 小学生

6 【夏】寺子屋×昼めし≪低学年≫ 8/1 1 20 21
小学校
低学年

7 【夏】箏の音ワークショップ 8/2・3・4 3 20 53 小・中・高・一般

8 【夏】空の仕事をのぞいてみよう！ 8/6 1 15 15
小学校
高学年

9
【夏】水族館で星空ウォッチング

＜低学年＞
8/7 1 15 15

小学校
低学年

10 【夏】宿題カフェ・第２回【図画】 8/8 1 20 台風の為中止 小学生

11 【夏】宿題カフェ・第３回【算数】 8/17 1 20 10 小学生

12 【夏】宿題カフェ・第４回【読書感想文】 8/17 1 20 15 小学生

13 【夏】寺子屋×昼めし≪高学年≫ 8/21 1 20 16
小学校
高学年

14 気軽に筆を！ ～「書」でかざるカレンダー～ 11/28・29 2 20 16 一般

15
なつかしい名作映画を観る会Ⅹ

「鉄道員（ぽっぽや）」
1/19 1 50 13 一般

16
楽しく学ぶ声楽講座!中級ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ・ｺｰｽ！

みんなで大地讃頌を唄おう
1/19・2/2・9 3 50 168 一般

17
ひだまりコンサート

～みんなでつむぐ心豊かなひとときを～
2/9 1 50 95 一般

18
成功する「体験講座」

企画のつくり方ワークショップ
7/3・11・25 3 60 63 団体

19
「体験講座」ワークショップ・実践編

笑来楽習～やってみよう、はじめの一歩～
10/19・20・21 3 ― 155 一般

合計 28 526 695



幼児・家庭教育セミナー
講座名 期間 回数 定員 参加延人数

1 子どもの良さを引き出し、伸ばす子育て 5/30 1 20 5

2 バランスボール 6/13 1 15 13

3 祖父母力アップ！孫育講座 6/27 1 15組 5

4 ストレッチとヨガでリフレッシュ 10/31 1 20 9

5 子どもの心に届くほめ方・叱り方 1/30 1 20 8

6

40

ふれあい学級
講座名 期間 回数 定員 参加延人数

1 楽しく脳トレ 7/10～7/13 4 320 251

3 音楽と落語の宅配便 8/28～8/31 4 320 247

4 おなか元気教室 9/11～9/14 4 320 231

5 体にやさしいフラダンス 9/25～10/3 4 320 184

6 交通安全教室 10/9～10/12 4 320 185

7 元気にパドル体操 10/23～10/26 4 320 195

8 介護予防教室 11/6～11/9 4 320 193

9 お楽しみコンサート 11/27～11/30 4 320 227

合計 1,958

2452 楽しい合唱 7/24～7/27 4 320



その他①説明資料 

 

平成３１年度 桶川市公民館運営審議会委員関係の会議について 

実 施 年 月 日 会  議  名 

平成３１年４月２２日（月） 
第１回桶川市公民館運営審議会 

（川田谷公民館 視聴覚ホール） 

平成３１年５月２２日（水） 

埼玉県公民館連絡協議会定時総会 

（行田市教育文化センター「みらい」文化ホール） 

午前 12 時 00 分～（11 時 00 分～受付） 

平成３１年８月２２日（木） 

・８月２３日（金） 

第４１回全国公民館研究大会 

第５９回関東甲信越静公民館研究大会栃木大会 

（栃木県宇都宮市 宇都宮市文化会館） 

平成３１年１０月頃 第２回桶川市公民館運営審議会 

平成３２年２月頃 第３回桶川市公民館運営審議会 

平成３２年２月頃 社会教育関係委員合同研修会 
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資料 
 

川田谷生涯学習センターを構成する各施設の改修について 
 
趣旨 
 桶川市川田谷生涯学習センターは、平成４年（1992）に総合的な生涯学習活動の場として設立
されている。設立から 26 年が経過していることから、改修によって施設の⻑寿命化を図り、施設
を健全に運営していく必要がある。 

また、桶川市における生涯学習の拠点として設置された当館であるが、その後における社会及
び行政施策の変遷の中で、将来にわたって活用される施設であるよう、施設構成の見直しを図る
ことも必要である。 
 
Ⅰ 全般的事項 
 
１．近年の公共施設の整備 
 設立時には、公⺠館が生涯学習の拠点施設とされ、4 館の地区公⺠館が各地区の学習の場とし
て位置づけられていた。同様に、図書館についても中核的な図書館を欠いた状態で３館の小規模
な地域図書館が配置されていた。 
 また、公⺠館及び図書館は、基本的に市⺠の利用を前提としており、地域間交流の場としての
性格をもつものではなく、生涯学習センターに併設された歴史⺠俗資料館が、唯⼀、市内外の参
観者の利用に供する施設であった。 
 
 平成４年に川田谷生涯学習センターが開設された後、桶川市が開設した市⺠の活動の場となる
公共施設は下表のとおりである。 

設立 施設名 活動分野 
平成９年 11 月 桶川市⺠ホール『響の森』 

県立文学館 
芸術文化 情報 
 

平成 12 年７月 べに花ふるさと館 交流 観光 文化の伝承 
平成 26 年 11 月 市⺠活動サポートセンター 交流 ボランティア 
平成 27 年 10 月 桶川市立駅⻄⼝図書館リニューアルオープン 

OKEGAWA hon+併設 
情報 交流 

平成 31 年 4 月 桶川市坂田コミュニティセンター・ 
桶川市立坂田図書館 

情報 交流 

 以上の経過の中で、桶川市において、川田谷生涯学習センターが設立された時点とは市⺠が活
用する公の施設のあり方が大きく変化している。 
 これらの施設整備事業を俯瞰する時、社会教育施設の整備を進めていた平成 4 年以前の状況と
大きく異なることがわかる。 
 すなわち、圏央道及び県道 12 号線を横軸として、以下の３ゾーンにそれぞれ施設配置の群が形
作られている。 
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東 群 べに花ふるさと館 坂田コミュニティセンター・桶川市立坂田図書館 
桶川東公⺠館 加納公⺠館 

中央群 桶川市⺠ホール・県立文学館 駅⻄⼝図書館・OKEGAWA hon+ 
桶川公⺠館 

⻄ 群 市⺠活動サポートセンター 川田谷生涯学習センター 城山公園 
道の駅おけがわ（仮称 予定） 

市⺠の活動の場である各群が、開かれた交流の場ともなり、かつ、情報系の公共施設である図
書館が付属しており、各群に商業施設が立地する。 

さらに、東群には国道 17 号線、中央群にはＪＲ⾼崎線、⻄群には上尾道路（国道 17 号線バイ
パス）という縦軸となる交通路が交差する構造をもっている。 
 このことは、川田谷生涯学習センターの改修にあたっては、単に施設を構成する各施設の改修
を行うということではなく、各群がもつ「生涯学習」「芸術文化」「情報」「地域間交流」「経済活
動」といった価値を認識しながら、⻄群の拠点施設として整備することが必要となる。 
 
２ 施設改修の基本方針 
 複合施設としての生涯学習センターの施設の改修にあたり、以下のことを基本方針とする。な
お、各施設の改修点については、次項に記す。 
（１）施設を構成する各機関の連携 
  生涯学習とは、「自らデザインし、自ら学ぶ」、「自分で学ぶ」という学習者によってなされる

ものである。 
生涯学習センターを構成する施設が、法に定める固有の機能を発揮しながら、利用者（学習

者）の学習ニーズを踏まえ、互いに連携して学習サービスを提供する。 
（２）他の公共施設との連携 

生涯学習の拠点施設である川田谷生涯学習センターが、近年、整備が進められた他の公共施
設と連携の中で果たす役割を踏まえ、改修を進める必要がある。 

また、桶川市が設置した公の施設を運営する指定管理者とも連携し、市⺠への生涯学習サー
ビスをより充実したものとする。 

（３）交流拠点としての活用 
川田谷生涯学習センター内の歴史⺠俗資料館は、桶川市の文化的アイデンティティを広く発

信する博物館施設でもある。また、従来から体験学習プログラムを求めに応じて来館者に提供
している。 

よって、整備が進められている（仮称）「道の駅おけがわ」や「旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教
場」、さらには熊野神社古墳や原山古墳群などの文化財を訪れる人々に対して、桶川の歴史と文
化についての情報提供を行い、また、川田谷公⺠館とともに交流イベントの場としても活用す
る。 

 
Ⅱ 歴史⺠俗資料館の改修方針 
 
１ 施設構成の現状 



3 
 

 歴史⺠俗資料館は、文化財保護施設として位置づけられているが、施設のあり方は基本的に博
物館施設と同様である。博物館施設は、右表のと
おり 4 部門の構成をとり、館の性格によって各部
門の比率が増減する。 
 桶川市歴史⺠俗資料館は、文化財保護施設とし
て、資料の保存に関わる調査研究部門や収蔵部門
に重点をおいた構成をとっている。 
 現状における施設構成の詳細については、添付
する「桶川市歴史⺠俗資料館年報 第１号」に掲
載した施設構成の項を参照されたい。 
 なお、桶川市歴史⺠俗資料館は、複合施設とし
て川田谷生涯学習センターを構成することから、
管理部門及び教育普及部門の⼀部を他の施設と
共用している。 
 これら共用部分を加えると、県内における市立
の博物館施設としては、充実した施設構成をもつ
館として知られており、開館以来の事業実績を踏
まえ、今後、博物館法に定める博物館相当施設あるいは登録博物館として法的位置づけを明確に
することが求められている。 
 
２ 施設構成の変更に関する方針 
 今後においても桶川市歴史⺠俗資料館は文化財保護施設として位置づけに変更はない。よって、
部門構成については現状を踏襲する。 
 その上で、各部門の改修にあたっての基本方針を以下のとおりとする。 
（１）管理部門 
  公⺠館及び図書館川田谷分室との共用スペースである。改修にあたっては、道の駅の設置を

踏まえ、市内外からの来館者の交流と地域情報提供の場として、エントランスホール及び喫茶
コーナーの仕様を見直す。 

（２）教育普及部門 
 ・展示室 
  博物館施設たる桶川市歴史⺠俗資料館の中核施設として引き続き活用する。なお、常設展示

については、地域の歴史と文化に関する情報の発信及び観光についてのニーズを踏まえて再構
成し、建築工事とは別途に展示制作を実施する。 

  なお、展示設備については、現状の壁面固定ケースを、国指定重要文化財を含む展示資料の
保存環境に配慮した仕様にて、建築工事と併せて更新する。 

 
 ・展示ホール 
  展示室の前室空間であり、現状では桶川市歴史⺠俗資料館のテーマの掲示及び文化財のイン

フォメーション設備を備えているが、劣化が進んでいる。 
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  これらの機能を、内外からの来館者の交流と地域情報提供の場としてエントランスホールそ
の他の共用スペースに移し、交流イベントや公⺠館における創作活動の発表の場、すなわち、
ギャラリーとして整備する。 

 ・体験学習室 
  開館当初、⺠俗芸能など地域の⺠俗文化の伝承活動の場として設置したが、学校教育におけ

る体験学習事業と、市内外の団体からの依頼に基づく体験事業の場へとニーズが変化している。 
今後は観光的な側面も加味し、公⺠館と連携しながら伝統文化に基づく体験学習及び地域間

交流の場として再構成する。 
（３）調査研究部門 
  現状においても、文化財保護施設として充実した規模と仕様をもっているため、基本的には

現状を踏襲する。 
  なお、博物館施設としては、資料整理室１は学芸員室、資料整理室２は資料閲覧室としての

機能を想定して室配置を行い、設備を整えている。今後とも機能を維持するために、必要な修
繕を施す。 

（４）収蔵部門 
現状においても、文化財保護施設として充実した規模と仕様をもっているため、基本的には

現状の構成を踏襲するが、照明や環境維持に関わる設備については更新する。 
なお、改修にあたっては、文化財 IPM（総合的有害生物管理 Integrated Pest Management）

による管理を実現するために別途定めるマニュアルに基づき、必要な改修を行う。 
 
３ 主な改修箇所 
（１）管理部門 
 ※共用部分の改修の項を参照のこと 
（２）教育普及部門 
 ・展示ホール 
  課題  映像展示及び文化財インフォメーション設備の劣化 
  対策  文化財インフォメーション機能をエントランスホールに移す 
      施設共通のギャラリー空間として再生する 
  備考  歴史⺠俗資料館を構成する室であるが、公⺠館と連携して活用する。 
 ・展示室 
  課題  展示設備の劣化 
      常設展示の再構成 
  対策  壁面固定ケースの更新 
      映像展示設備の更新とＩＣＴ対応（WiFi 環境の導入） 
  備考  常設展示の再構成は、建築工事とは別途にて制作する。 
 ・体験学習室 
  課題  ⺠俗文化の地域伝承活動の場から、地域交流事業と創作活動の場として再生する 
  対策  設備の見直し（例 陶芸窯の設置） 食文化体験に関わる衛生設備の見直し 
  備考  歴史⺠俗資料館を構成する室であるが、公⺠館と連携して活用する。 
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（３）調査研究部門 
・資料整理室１（学芸室） 

  課題  図書の収納力の向上 
     空調（換気設備）の改善 

給湯設備の復活 
  対策  移動書架増設 
      換気設備の更新 
      太陽熱及び電気温水器の廃止と、給湯器の新設 
 ・資料整理室２（資料閲覧室） 
  課題  資料閲覧環境の整備 

対策  インターネット利用環境及びデジタル化した資料の閲覧環境の整備 
 ・スタジオ 
  課題  デジタル画像に対応した設営環境の整備 
  対策  定常光対応のスタジオ設備の更新 
      WiFi 環境の整備 
（４）収蔵部門 
 ・⼀時保管庫 
  課題  収蔵力の不足 
  対策  収蔵棚の設置 水栓及び流しの廃止 
  備考  開館当初、後谷遺跡出土品の湿潤保管を行うため、水栓を設置した。 

・荷受室 
  課題  前室空間を持たないため、汚染した外気や有害生物の影響を受けやすい 
  対策  荷受室シャッターおよびドアなどの屋外と接する部分について、防虫および防塵の

ための遮蔽を行う 
・燻蒸室 

  課題  内部の劣化による気密性の低下 
      殺虫及び防黴措置手法の変化 
  対策  今後における殺虫防黴の手法を調査した上で改修を行う 

・収蔵庫 
  課題  紫外線カット仕様の蛍光灯の入手困難 
      環境維持に関わる設備の劣化とメンテナンス製の向上 
      雨漏りの予防 
  対策  照明機器の LED 化 除湿器の更新 空気清浄ユニットの取り付け位置の変更 
      屋上における不要設備（太陽熱温水器等）の撤去と屋上防水工事の施工 
Ⅲ 川田谷公⺠館の改修方針 
 
１ 施設構成の現状 
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川田谷公⺠館は、桶川市における社会教育施設として最大の規模をもつ。また、その室構成は、
生涯学習に取り組む学習者の⾼度なニーズに対応するために、機能別室構成を採用し、各室の仕
様や設備を構成している。 

川田谷地区では、各集落における地域集会所の整備が進んでおり、地域公⺠館としてのニーズ
が低い。また、市内⻄部に中核的な社会教育施設が存在しなかったことから、川田谷公⺠館は、
地区公⺠館としての施設構成ではなく、施設と設備が⼀体となって新たな学習需用に対応するこ
とを目指した。 

しかしながら、開館後、10 年あまりが経過したころから、管理の不徹底によって各室の機能が
損なわれてしまった経緯がある。平成 25 年度以降、順次、設備と備品の補修や管理の見直しを行
い、併せて設備を活用したモデル事業を行っている。 

川田谷公⺠館の年間利用者数は、市内の公⺠館の中で最も多い。これは、川田谷公⺠館が提供
する機能が市⺠のニーズに見合っていることを示している。 
 
２ 施設改修に関する基本方針 

現状の機能別室構成と、各室の機能は基本的には踏襲する。その上で、改修にあたっては、以
下のことを基本方針とする。 
 
（１）施設サービスの⾼度化 
  当初の設備が劣化あるいは旧式化しているものがあり、必要に応じて更新し、現代のニーズ

に見合う機能を提供する。 
  また、改修後、機能の維持が健全に行われるよう、メンテナンス性の⾼い設備を導入するよ

う配慮する。 
（２）各公⺠館との連携 
  平成 29 年度までに、川田谷公⺠館以外の公⺠館施設は改修工事を終了している。川田谷公⺠

館の改修にあたっては、市内の各公⺠館と分担して生涯学習を⽀える観点から学習者に提供す
る機能を見定め、改修を進める。 

（３）コミュニティ施設並びに文化施設との連携 
近年、整備が進んでいる市内のコミュニティ関連施設や文化施設と連携しながら、⾼度な施

設サービスを求める市⺠のニーズに対応する。 
  とくに、平成 31 年度に開館する坂田コミュニティセンターは、川田谷生涯学習センターと共

通する施設構成をもっている。今後は、社会教育施設とコミュニティ施設、直営と指定管理と
いった制度や管理レベルでの差異を超えて、ともに市⺠の活動を⽀える立場において連携を進
めることが課題となる。 

 
 
３ 主な改修箇所 
（１）視聴覚ホール 
 機能：講座 会議 音楽活動 視聴覚設備を利用した活動 軽スポーツ 

〔改修事項〕 
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・ＩＣＴ環境へ対応 
   WiFi ネットワークを導入し、講座や会議にインターネット情報を活用できるようにする。 
 ・防音性能の向上 
   音楽活動について防音性を⾼めるための改修を行う。 

・床の強化 
軽スポーツや舞踊の利用が多いが、１階の図書館への騒音が問題となっている。床の強度

及び防音性能を向上する必要がある。 
（２）アートスペース 
 機能：美術 工芸 手芸 
 〔改修事項〕 

・陶芸窯の移転 
  陶芸窯が室外に設えられており、避難経路の確保や部屋の運用の障害になっていることか

ら、配置の再検討を行う必要がある。移転先としては、歴史⺠俗資料館の体験学習室も考え
られる。 

（３）スポーツホール 
 機能：スポーツ（球技 体操 ダンス等） 集会 音楽活動 

スポーツへの対応に加え、集会やイベントの需用が⾼く、これに対応するよう設備を改善す
る。 

 〔改修事項〕 
・照明等舞台設備の更新 

昇降バトンが故障し、舞台照明の光量が不足しており、改修を要する。 
また、開館時の音響設備は故障した後に撤去されており、現在は、可搬式の機器を利用し

ているが、音量など不十分であり改修を要する。 
・スクリーンの再生 
  開館時に昇降バトンに付属していた大型スクリーンが撤去されている。よって、集会にお

けるプロジェクター等の視聴覚機器の運用が困難となっている。 
 ・床の補修 
   ラインが消えかかり、塗装が劣化しており、研磨等の改修を要する。 
 ・電動ブラインドの更新 
   集会やイベントへの対応のために、電動ブラインドによって遮光している。現状で、複数

のユニットが故障している。全ユニットの更新を要する。 
 ・ドアの遮音性の向上 

隣が図書館であることから、ドアの防音性能を改善する。 
 

（４）調理室 
機能：調理実習及び講座 食文化関連イベント 
〔改修事項〕 

  改修予定の農業センターの調理室が縮小することから、その需要も受け止めるため、調理室
として維持する。 
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利用者数に比して面積が広いことから、調理室と研修室を入れ替えることも検討する。この
場合、両室の通行を可能とし、食におけるイベントにおいて、実習と交流を同時に行うことが
できるような構造とすることも検討する。 

（５）研修室 
 機能：講座等 
  機能別室配置をとる川田谷公⺠館において、汎用性の⾼い空間として維持する。 
 〔改修事項〕 
 ・規模の拡大 

規模がやや不足していることから、調理室との入れ替えによって床面積の拡張を検討する。 
・視聴覚機器の導入 

AV 機器が陳腐化しており、ＩＣＴ対応の機器の導入を図る。 
（６）和室 
 機能：伝統文化に関する活動（邦楽 茶道 華道 その他） 会議 講座 
  現在の利用状況から、茶道や邦楽など、伝統文化に基づく学習活動の場として維持する。ま

た、歴史⺠俗資料館の調査研究部門と連携して、書画の管理にも用いることも開館当初から想
定されている。 

 〔改修事項〕 
  現在の施設構成を変更するような改修事項はない。 
 ・畳の入れ替え 
 ・建具の補修 
 ・入り⼝引き⼾の修理 
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Ⅳ 図書館川田谷分室（川田谷図書館）の改修方針 
 
１ 施設の現状 

駅⻄⼝図書館、市立図書館を含め、平成 31 年４月から指定管理の導入が決定している。 
運営体制の変更により、開館時間が拡大する予定であり、生涯学習センターにおける学習環境

の充実に資するものとなる。 
従来の桶川市図書館における当館の位置づけは、小規模な地域図書館とされていた。しかしな

がら、開館当初から規模に比して充実した蔵書をもち、複合施設における図書館施設として、以
下の特徴がある。 

郷土資料の配置 ：歴史⺠俗資料館との連携 
視聴覚資料の配置：川田谷公⺠館（視聴覚ホール）との連携 

 
２ 施設改修に関する基本方針 
（１）施設について 

川田谷生涯学習センターにおいて、唯⼀、屋上防水を既に実施している。 
また、カウンターや書架などの設備は、良質なものが当初から導入されており、これらも引

き続き活用できる。 
よって、内装や照明の他には大きな改修は必要としないと判断される。 

（２）運営について 
  複合施設における指定管理者と直営施設の併存については、管理及び事業における連携など

に取り組む必要がある。 
 
３ 主な改修箇所 

・空調設備の更新 
・照明設備の更新 
・排煙設備の改修 
・カウンターの研磨及び再塗装 
・通用⼝ドアの更新 
・床の補修 
・照明の更新 
・閲覧席備品の更新 
・OPAC（資料検索端末）及びインターネット利用端末の配置の再検討 
・視聴覚資料（ＬＤ・ＤＶＤ）の試聴設備の改修 
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Ⅴ 共用スペースの改修方針 
 
１ 施設改修に関する基本方針 

川田谷生涯学習センターは、各館の共有スペースを豊かに設定している。これは、図書館や歴
史⺠俗資料館においては個人利用者の在館する空間を確保するとともに、公⺠館を含めて来館す
る市⺠の交流空間を創造することを目指したものである。 

今後において、このことに加えて、「道の駅」の利用者や、当市に観光を目的として訪れる人び
との来館も想定しながら、改修を行う必要がある。 
 
２ 主な改修箇所 
（１）エントランスホール 
  現状においてもイベントにおける交流スペースとして活用されているが、そのための設備が

整っていない。 
  また、今後においては、道の駅や旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場などの観光関連施設と生涯

学習センターとの連携を踏まえ、地域間交流や地域情報インフォメーションに関わる機能の充
実などが課題となる。 

〔改修事項〕 
 ・照明の改修 

水銀灯による照明をＬＥＤ照明に変更して照度を確保し、また、メンテナンス性を向上させ
る。加えて、スポットライトなどの設備を利用できるよう検討する。 

 ・展示設備 
  ギャラリー的な利用を想定して、移動可能な展示設備を備えること検討する。 
 ・インフォメーション設備 
  開館時には、施設の利用状況や催事を掲示する電子掲示板を備えていたが、現在、稼働して

いない。改修にあたっては、これを催事や地域文化の紹介を含めたインフォメーション設備と
して改修する。 

  また、災害時における情報提供を想定して、テレビ放送やインターネット情報の活用も考慮
する。 

（２）喫茶コーナー・幼児コーナー ホワイエ（２Ｆ） 
  これらのコーナーは、以下のことから設置したものである。 

・複合施設であることから利用者の交流促進 
・歴史⺠俗資料館や図書館などの個人利用者への居場所の確保 
・少人数による打合せなどへの対応 
・城山公園などの来訪者の休憩 

開館にあたりモデルとした施設は、東京都清瀬市における清瀬市立郷土博物館（コミュニテ
ィセンターと博物館統合施設）である。 

改修にあたっては、エントランスホールや歴史⺠俗資料館の展示ホールとともに、利用者の
交流や情報提供の場として、施設構成を見直す必要がある。 

〔改修事項〕 
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・照明の改修 
   現状の照明はハロゲン球を利用しているが、照度が不足し、また、電球の入手性にも問題

がある。十分な照度を確保したＬＥＤ照明に転換する。 
 ・情報提供機能の充実 
 ・身障者や女性に配慮した空間の設置 
   授乳室や幼児室、車いす利用者の休憩場所の確保など 
（３）ゆう遊広場（中庭） 
  中庭空間は、貴重な文化財を保存する歴史⺠俗資料館と公⺠館施設を構造的に分離し、資料

の安全を確保するために設定したものである。 
  また、この空間のグレーチングから雨水を集め、これを中水系に送る設備でもある。環境対

策を象徴する空間でもあった。 
  現状においては、設備の劣化が著しく、市⺠の立ち入りも行われていない。 
〔改修事項〕 
 ・噴水設備 
   この空間には噴水を利用したオブジェが設置され、雨水を利用した中水系の水循環設備と

も接続されているが、現状においては稼働を停止しており、改修を要する。 
 ・収蔵庫壁面の熱反射ガラス 
   中庭に面した歴史⺠俗資料館収蔵庫の外壁は、躯体への⽇射による輻射熱を遮るために熱

反射ガラスにて覆われている。この部分が経年の劣化によって汚染が進んでおり、改修時に
おいて対策を要する。 

 ・環境空間としての再生 
   開館時において、水循環を象徴する環境空間としてデザインしたものであるが、管理の困

難さから劣化が進んでおり、改修にあたっては植栽を伴う空間とするなどの配慮を行いたい。 
   
３ その他の箇所の改修方針 
（１）建物躯体の維持に関する事項 
 ・外壁補修 
  平成 25 年度に行った外壁の非構造部分の耐震調査の結果に基づいて補修を行う。 
  また、展示室及び収蔵庫外壁にクラックが発生しており、補修を要する。 
 ・屋上防水工事 
  平成 26 年度に図書館部分については施工済だが、その他の部分については未実施のため、施

工を要する。 
 ・屋上設置物の撤去 
  歴史⺠俗資料館部分の屋上に設置されている太陽熱温水設備は現在、稼働しておらず、これ

を撤去する。 
（２）設備工事 
 ・強電系の改修 
  受電設備及び発電設備の老朽化が進んでいることから、その更新を行う。 
 ・弱電系の改修 
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  分電盤及び管理設備（配電・放送・防災）の更新を行う。また、館内照明の更新を併せて行
う。 

 ・空調設備 
  全面的な更新を要する。 
 ・給水設備 
  当初設置されていた太陽熱及び電気給湯器ともに、現状では稼働しておらず、改修を要する。 
  雨水を活用する中水系の循環と活用については、防災上の見地からも維持したいことから、

給水ポンプ及びろ過器などの機器を更新するかどうか、コスト面も含め検討する。 
 ・排水設備 
  衛生機器の改修については、経年の劣化とともに補修資材の入手が困難となっており、便器

やフラッシュ制水弁の全面的な交換が必要。 
  排水管については、過去に発生した問題の評価に加えて、事前調査を行って問題点の把握に

努め、改修を実施する。 
（３）外構工事 

・駐車場改修工事 
  開館以来の経過の中で、植栽の成⻑のために、駐車場の不陸が進行している。 

・擁壁改修工事 
  農村広場との間を画する擁壁が脆弱であり、土砂の流出が見られる。 

・テラス及び駐輪場改修工事 
・その他 

  「道の駅」の整備と併せて、機能の連携及び回遊性の確保のために必要な改修を行う。 
 

 
 












